
計測と制御　第 63 巻　第 10 号　2024 年 10 月号

編 集 後 記

653

本特集では，インテリジェンスから見たモデリング，
モデリングから見たインテリジェンスの二つの視点から，
今後のインテリジェンスとモデリングの協働の方向性を
紹介したものである．システム・情報部門コンピューテー
ショナル・インテリジェンス（CI）部会では，CI 分野の
将来の体系化を目指して学術的・技術的発展のまとめと
これからの展望の議論を知識として蓄積し，これらを広く
提 示 す る 試 み と し て Computational Intelligence Fons 
Scientiae （CIFS）プロジェクトが開始された．現在，深
層学習や ChatGPT が大きな注目を集めている．しかし，
これらは説明可能性や原理の欠如があり，信用して使う，
あるいは，さまざまな用途に使うという面で不十分であ
る．したがって，今後，これらの手法に代表される「イン

テリジェンス」と説明や原理の表現手段である「モデリン
グ」が統合され，より信頼性，汎用性が高いものとなるこ
とが期待される．本特集は，このために重要となると想定
される，前述の二つの視点から，今後のインテリジェンス
とモデリングの協働の方向性を紹介したものとなってい
る．CI 部会では 2015 年に特集「コンピューテーショ
ナル・インテリジェンスのこれまでとこれから　―SICE
におけるコンピューテーショナル・インテリジェンスと
は―」（VOL. 54, 2015）を企画してきた．それから 10 年
近くが経過した現在，CIFS に関係される著者の皆様にご
寄稿いただいたこの特集は最近の CI 研究の進展を網羅的
に把握できる内容になっていると考えている．
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